1
6069　東南アジア古典文化論　講義　2007S1-#01
E PA

[image: image1.jpg]


担当教官：青山　亨（あおやま　とおる）．東京外国語大学外国語学部インドネシア語
研究室:633．オフィスアワー:月曜日2限．電話：042-330-5300. メール：taoyama@tufs.ac.jp
ウェブサイト：http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/aoyama/
	授業科目
	アジア文化論II　講義（専修専門・総合文化コース）6069 (3526, 7164)]

	授業題目
	東南アジア古典文化論（1）（6069）。2学期のジャワ古典文化論（2）（6070）に続く。

	対象学年
	3年生（2年生も可）

	開講学期
	1学期

	曜日・時限
	金曜・4限

	教室
	329

	共通科目など
	地域専門科目・東南アジア課程（3526/3527）および専修専門科目・地域国際コース（7164/7165）と共通。多摩地区国立5大学単位互換制度開放科目。市民聴講生受け入れ。

	授業の目標
	東南アジアの古典文化は、土着の精霊信仰・祖先崇拝の基層のうえに、ヒンドゥー・大乗仏教をもたらしたインド文明の影響を強く受けている。この講義では、インドネシアのジャワの例を中心に取り扱いつつも、東南アジアの古典文化を概観し、現代社会にも力強く生きているこの「古典的文化」の特徴を学ぶ。

	教材・参考書等
	適宜プリントを配付する。参考書は授業中に指示する。

	成績評価の方法
	出席(30%)とレポート(70%)で評価する。

	受講上の注意
	「インドネシア文化論」演習を受講する者はこの講義を履修しておくことが望ましい。


授業のお知らせ：http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/aoyama/
1.　授業のねらい（上記の目標を参照）

2.　授業の内容・計画
主として以下の事項について概説する。その他、東南アジア古典文化に関連したビデオ教材も適宜使用する。
1）導入：この講義の概要の説明

・東南アジアの社会と言語：生態空間、人々と文化、歴史

・東南アジアの地理，民族分布，歴史の概要を学ぶ．
2）「古典的時代」：「インド化」された社会

・東南アジアの「インド化」：王権と宗教

・東南アジアに定着した仏教とヒンドゥー教：ボロブドゥール、プランバナン、アンコールワット
3）インド的古典文学とその歴史観

・古典文学史

・作品に語られた過去世界
―1学期期末レポート―
（以下、2学期の予定）
4）古典時代のヒンドゥー系文学作品『ラーマーヤナ』・『アルジュナ・ウィワーハ』

・物語の概要と特徴．芝居や舞踊での表現．
5）古典時代の年代記

・『デーシャワルナナ』（ナーガラクルターガマ）』を読む

・年代記に描かれたジャワの世界観．
6）古典時代の仏教系文学作品『スタソーマ』

・物語の概要と特徴． 
7）インド的文化の展開：ヒンドゥー・バリとイスラーム・ジャワ

・バリ島の「ジャワ化」とイスラームのジャワ化．
―2学期期末レポート―
参考図書1：東南アジアについての概要を知るためのもの
1.
石井米雄ほか編．1986．『東南アジアを知る事典』平凡社．東南アジアについて効率よく調べるために便利な事典．
2.
事典シリーズ．同朋出版社．インドネシア，タイ，フィリピン、ベトナムの4か国の事典が出ている．
3.
京都大学東南アジア研究センター編．1997．『事典東南アジア—風土・生態・環境』弘文堂．2ページ見開きで東南アジアに関する主要な事項を解説した読む事典．
4.
もっと知りたい東南アジアシリーズ．弘文堂．東南アジアの各国編が出ている．

5.
暮らしがわかるアジア読本シリーズ．河出書房新社．インドネシア，ヴェトナム，タイ，マレーシア，
ビルマ，フィリピン各国編が出ている．生活に密着したテーマで構成された各国案内．

6.
○○を知るための50章シリーズ（国によっては50章でない場合もある）．明石書店．東南アジアの各国編が出ている．

7.
歴史教育者協議会編．1995．『シリーズ知っておきたい東南アジア』1と2巻および『シリーズ知っておきたいフィリピンと太平洋』青木書店．高校生を対象にした読みやすい概論．

8.
石井米雄・桜井由躬雄編．1999．『東南アジア史　I　大陸部』山川出版社．最新の東南アジア大陸部の通史．
9.
池端雪浦編．1999．『東南アジア史　II　島嶼部』山川出版社．最新の東南アジア島嶼部の通史．
10.
東南アジア史学会ウェッブサイト東南アジア関連リンク集も便利である．
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jssah/link.html

参考図書2：講義の主題全体に関わるもの
青山　亨．1997．「古代ジャワ社会における自己と他者」辛島昇・高山博編『地域のイメージ』（地域の世界史2）．山川出版社．pp.94-137.

―――．1998．「インドネシアにおけるラーマ物語の受容と伝承」金子量重ほか編『ラーマーヤナの宇宙』春秋社. pp.140-163.

―――. 2001a．「東ジャワの統一王権―アイルランガ政権からクディリ王国へ」石澤良昭編『東南アジア古代国家の成立と展開』（講座東南アジア史2）岩波書店．pp.141-167.

―――. 2001b．「シンガサリ=マジャパヒト王国」石澤良昭（編）『東南アジア古代国家の成立と展開』（講座東南アジア史2）岩波書店．pp.197-230.
―――．2005．「南海の女王ラトゥ・キドゥル―19世紀ジャワにおけるイスラームをめぐる文化的表象のせめぎあい」『総合文化研究』8:35-58．

―――．2007．「インド化再考―東南アジアとインド文明との対話―」『総合文化研究』10: 122-143.
Heine-Geldern, Robert. 1956. Conceptions of State and Kingship in Southeast Asia (Data Paper 18), Cornell University.
ハイネ＝ゲルデルン、ロベルト．1972．「東南アジアにおける国家と王権の観念」（大林太良訳）大林太良編『神話・社会・世界観』角川書店．
追加

大野徹．2001．『日本人の神』（新潮文庫）新潮社．

末木文美士．2006．『日本宗教史』（岩波新書1003）岩波書店．

菅野覚明．2001．『神道の逆襲』（講談社現代新書）講談社．

山本ひろ子．1998．『中世神話』（岩波新書）岩波書店．

義江彰夫．1996．『神仏習合』（岩波新書）岩波書店．










